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21 世紀は都市の時代と言われて
います。ICT や環境技術などの先
端技術を駆使したエネルギー需給の
最適化が図られた都市や，生活に必
要な機能を中心部に集中させて公共
交通機関や徒歩で暮せる都市，環境
負荷の軽減・人と自然の共生・アメ
ニティの創出を図った質の高い都市
など，スマートシティ・コンパクト
シティ・エコシティなどと呼ばれる
次世代都市を建設する構想や取組み
が注目を集め，すでに多くの自治体
や企業において様々な実証実験が行
われ，一部においては実際の事業が
開始されています。

これらは，人口減少や高齢社会へ
の対応，都市の低炭素化の促進，持
続可能な地域社会の創出などが大き
な狙いとなっています。どこに重点
を置いた取組みかで，「○○シティ」
と呼び方が異なると考えれば分かり
やすいかもしれません。

東日本大震災の被災地において
も，様々な課題がある中で，これら
の構想を取入れながら災害に強い都
市の計画や建設が始まっています。
特に高齢化と過疎化が進む地域で
は，生活に必要な機能を集中させる
コンパクトシティが街づくりの鍵に

なると言われています。被災地の「復
興まちづくり」が我が国の先進モデ
ルになる可能性を秘めています。

さて今月号ですが，巻頭言を「ス
マートシティで描く日本の成長戦
略」と題して東京工業大学の柏木孝
夫特命教授に執筆頂きました。特集
報文としては，今後の都市のあり方
と取組むべき戦略，前述の次世代都
市実現にあたっての考え方や，構想
実現に向けた実際の取組み状況，電
力エネルギー分野では導入が不可欠
となっているスマートグリッドな
ど，広範囲にわたって寄稿していた
だきました。一方，東日本大震災の
復興・復旧については，「新しい東北」
の創造に向けた取組み，早期の工事
着手や事業期間短縮に向けた CM
の導入，災害廃棄物等の処理状況，
山岳部・臨海部における復興・復旧
工事に関して執筆をいただきまし
た。

次世代都市実現に向けた取組み
は，震災復興や国内各自治体での事
業展開に留まらず，近い将来世界各
地のニーズを受けて，日本の産業の
牽引役として変貌することが大いに
期待されています。

最後になりましたが，お忙しいな
か快く執筆を引き受けていただきま
した執筆者の皆様に，心から御礼申
し上げます。… （篠原・和田）

4 月号「建設の情報化・無人化・ロボット化特集」予告
・次世代社会インフラ用ロボット開発・導入検討会
・国土交通省における CIM の取組み
・情報化施工の現状と将来展望
・情報化施工が導くスマートな建設現場─事例紹介─
・情報化施工機を支える CAT の技術
・情報化施工 2D 油圧ショベル等
・情報化施工を活用した 3D 盛土情報管理システムを開発
・施工計画・管理の 4D-CAD による見える化　
・ネットワーク型次世代無人化施工技術
・重機遠隔操作における 3D スキャナーの活用
・災害対応ロボット技術と運用
・壁面放射線量測定装置「さー兵衛」の開発
・磁界と IC タグを利用して重機周囲を常時監視する「アラウンドウオッチャ─」
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